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賛 助 出 演 者 征 紹 介

セレステイーナ男声合唱団

大正11年 (1922年 )創立、去る5月 を以て創立満48年 、宝塚音楽協会主催第 1回合唱コン

クール (昭和 2年秋)第 3回 コンクール (昭和 3年秋、ヨセフ・ ラスカ氏指揮)に優勝。

」.0.B.Kの大阪三越屋上仮放送時代より昭和17年迄毎年数回ラデオ放送す。

昭和12年神戸海員会館ホールに於て エクゲン・ クレイン氏指揮、ヴアイオリニス ト辻久

子嬢の賛助出演の下に創立15周 年演奏会を、昭和27年 4月 神戸商工会議所ホールに於てア

ルバー ト・ フォーロー教授指揮にて創立30周年演奏会を催す。

近年は主として基督教会の聖日ネLIT‐ 、其他に聖歌合唱による奉仕をして居る。

粕 谷 二 郎 氏

関西教育映画株式会社々長、関学高商卒、在学中柔道、水泳の選手 として、又グリークラ

ブ、マンドリン・ クラブ員として多方面に活躍、近年はミュージカル・ ソウ (洋鋸)の演

奏を研究し、各テレビ放送に出演せ らる。本国の演奏に用いられる鋸は先年欧州漫遊の際

西独逸にて手に入れられた逸品である。

粕 谷 咲 子 夫 人

東京音楽学校 (現東京芸大)卒のビアニス ト、井口基成氏と同期

奥 沢 喜 久 子 嬢

大阪市大社会福祉学科卒、現在商船航空会社勤務。ピアノは幼少より神沢哲郎氏に師事、

日下島岡夫三雄師につ き声楽勉強中

上  田  時  子

寺西頌一の長女、神戸女学院大学音楽学部声楽科卒、在学中より古沢淑子女史に師事す。

上 田直 紀・文人 0恵

上 EEl時 子の子、寺西頌一の外孫、西宮市立上ケ原小学校 5・ 3・ 1年生
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七
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■
え
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十
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費
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。
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台
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の
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に
あ
る
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子
三
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の
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な
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。
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あ
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。
寺

西
塔
ん
は
定
年
後
暖
が
で
き
た
の
で
、
一

■
び
発
声
紳
湾
か
ら
勉
強
を
始
め
も

「
生
来
、
ひ
弱
な
た
ち
だ
っ
た
が
、

年
を

‥とる
に

っ
れ
健
康
に
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い

る
。
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も
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の
お
か
け
」
と
寺
西
さ
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。
こ
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猛
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。
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使
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の
御
亨
と
御
暮
び
ャ
上
げ
ま
す

ね
喬
私
事
去
る
二
月
十

一
日
を
以
て
満
た
十
オ
に
相
戌
り
ま
し
た

子
均
寿
今

の
延
び
て
参
り
ま
し
た
今
回
　
今
え
ら
古
稀
で
も
あ
る

よ
い
と
思
召
す
こ
と
で
御
座

い
ま
し
よ
う
が
　
生
未
所
調
蒲
柳
の

質

の
私
と
及
し
ま
し
て
は
　
た
十
オ
て
も
生
き
や
う
な
ど
考
え
て

も
几
な
か
っ
た
丈
け
に
嬉
し
さ
も

一
し
お
で
ご
ざ
い
ま
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そ
こ
で
子
て
念
願
し
乍
ら
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
リ
サ
イ
タ
ル

を
古
稀
の
記
念
と
し
て
　
セ
レ
ス
テ
イ
ー
ナ
男
声
合
喝
団
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諸
几

粕
谷
民
御
夫
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奥
沢
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の
燎
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し
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記
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逍
り
催
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こ
と
ヽ
及
し
ま
し
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酷
暑
の
物
　
典
の
上
に
夫
字
迪
り
下
手
の
枝
好
き
の
素
人
芸
で
御

手
を
汚
し
ま
す
こ
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迷
縮
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ま
す
が
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し
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ざ
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私
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す
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免
じ
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御
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合
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御
未
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下
さ
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ま
す
檬
御
索
内
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上
げ
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